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環
境
や
相
互
扶
助
な
ど
社
会
の
あ
り
方
に
配
慮
し

消
費
活
動
を
行
う
、新
し
い
価
値
観
と
し
て

注
目
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド「
エ
シ
カ
ル
」。

「
エ
シ
カ
ル
」を
軸
に
生
活
す
る
こ
と
で
、個
人
が
よ
り
よ
い

生
き
方
を
実
現
し
、成
熟
し
た
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
―
―
。

６
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
調
査
結
果
か
ら
、

エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
の
実
像
を
探
る
。

ネ
ッ
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
考
察
す
る

エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
と
は

倫
理
的

　
次
に
、
日
常
の
行
動
か
ら
、
生
活
者
を
エ

シ
カ
ル
と
い
う
観
点
で
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
ま
ず
、「
あ
な
た
は
こ
の
１
年
で
以
下
の

よ
う
な
行
為
を
行
い
ま
し
た
か
。―

―

地
元

で
採
れ
た
野
菜
や
商
品
の
購
入
（
地
産
地

消
）」
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
に
つ
い
て
13
の

質
問
を
行
っ
た
。
そ
の
回
答
結
果
を
も
と
に

因
子
分
析
を
行
い
、
得
ら
れ
た
３
つ
の
潜
在

的
な
心
理
要
因
を
「
エ
シ
カ
ル
消
費
因
子
」

「
東
北
支
援
行
動
因
子
」「
地
元
活
動
因
子
」

と
名
付
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
と
質
問
と

の
関
係
はChart 1

の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
３
つ
の
因
子
の
得
点
を
回
答
者
ご
と

に
計
算
し
、
そ
れ
を
も
と
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
用
い
て
、
回
答

者
を
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
各
因
子

得
点
の
グ
ル
ー
プ
内
平
均
値
を
も
と
に
「
エ

シ
カ
ル
消
費
者
」「
地
元
活
動
者
」「
東
北
支

援
活
動
者
」「
無
関
心
者
」
と
名
付
け
た
（
各

グ
ル
ー
プ
の
因
子
別
特
徴
はChart 2

を
参

照
）。
前
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
「
エ
シ
カ

ル
な
生
活
者
」
で
あ
る
。

　
各
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

〈
性
別
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
は
女
性
が
３
分

の
２
を
占
め
、
東
北
支
援
活
動
者
、
無
関
心

者
は
60
％
近
く
を
男
性
が
占
め
る
。

〈
年
齢
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活
動
者

は
年
齢
層
の
高
い
人
、
東
北
支
援
活
動
者
、

無
関
心
者
は
年
齢
層
の
低
い
人
が
多
い
。

〈
所
得
金
額
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活

動
者
は
年
間
所
得
１
０
０
０
万
円
前
後
の
層

が
多
く
、
無
関
心
者
は
所
得
の
低
い
人
が
相

対
的
に
多
い
も
の
の
、
大
き
な
差
で
は
な
い
。

　
本
年
５
月
30
日
、
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協

議
会
が
発
足
し
た
。エ
シ
カ
ル
を
訳
せ
ば「
倫

理
的
」
で
あ
り
、
実
際
道
徳
の
規
範
と
な
る

原
理
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説

明
は
わ
か
り
に
く
く
、人
に
よ
っ
て
は
押
し
つ

け
が
ま
し
い
言
葉
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
通
常
、
倫

理
を
「
社
会
の
持
続
可
能
性
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
ル
ー
ル
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
の
設
立
趣
意

書
で
は
「
地
球
の
環
境
と
社
会
の
あ
り
方
を

新
し
い
概
念
で
あ
り
、価
値
観
で
も
あ
る『
エ

シ
カ
ル
』（
倫
理
、
良
心
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
洗
い
直
し
、
塗
り
替
え
て
、
地
球
の
環
境

と
社
会
が
共
生
し
、
融
け
合
え
る
不
滅
の
共

生
文
明
圏
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
」
を
目

的
と
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
活

動
例
と
し
て
、
地
球
環
境
や
人
権
を
意
識
し

た
資
材
購
買
・
調
達
な
ど
を
実
現
す
る
た
め

の
「
エ
シ
カ
ル
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
検

討
が
あ
る
。
ま
た
２
０
２
０
年
開
催
予
定
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
エ
シ
カ
ル
な
催
し
で

あ
る
「
エ
シ
カ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動

も
あ
る
。
加
え
て
、
そ
れ
を
契
機
に
東
京
を

エ
シ
カ
ル
タ
ウ
ン
化
し
、
日
本
全
国
に
波
及

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。
他
に

も
エ
シ
カ
ル
度
評
価
法
の
確
立
や
エ
シ
カ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
賞
と
い
っ
た
包
括
的
な
振
興

策
な
ど
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
代
表
は
山
本

良
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
筆
者
も
本
協
議

会
設
立
発
起
人
１
１
４
人
の
な
か
の
ひ
と
り

で
あ
る
。

　
か
つ
て
情
報
誌
『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』
で
は
第
98
号

（
２
０
１
２
年
１
月
発
行
）
で
「
倫
理
的
消

費―

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

と
い
う
特
集
を
組
み
、
筆
者
も
「
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
実
現
の
た
め
の
倫
理
的
消
費
に
」

を
寄
稿
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
そ
こ
で
は

倫
理
的
消
費
の
定
義
を
「
社
会
を
構
成
す
る

人
々
が
共
存
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
に
即
し
た

消
費
」
と
し
て
い
る
）。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
近
年
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
制
約
の
問
題
、
人
権
や
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
（
人
の
多
様
性
）
に
対
す
る
意
識

の
向
上
、
社
会
の
参
加
者
と
し
て
の
責
任
意

識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
互
酬
性
や
相
互

依
存
関
係
の
効
用
、
他
者
配
慮
の
重
要
性
が

少
し
ず
つ
世
の
中
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
拙
稿
で
は
、
生
活
者
に
対
す
る
最

新
の
意
識
調
査
デ
ー
タ
（
＊
１
）
を
用
い
て
、

エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
な
生
活
者
の
実
態
、

意
識
構
造
な
ど
を
示
し
考
察
を
行
う
。

　
ま
ず
エ
シ
カ
ル
に
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

の
認
知
を
確
認
し
た
。キ
ー
ワ
ー
ド
と
は「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
＊
２
）」「
地
産
地
消
」「
倫

理
的
消
費
（
エ
シ
カ
ル
消
費
）」
な
ど
で
あ
る
。

「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
あ
る
程
度
知
っ
て
い

る
」
の
合
計
が
全
体
の
何
％
で
あ
る
か
を
そ

の
語
の
認
知
度
と
定
義
し
て
過
去
数
年
間
の

推
移
を
見
る
と
、
総
じ
て
変
化
が
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

「
地
産
地
消
」
は
２
０
０
８
年
の
62
％
か
ら

74
％
と
増
加
し
一
般
へ
の
定
着
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
倫
理
的
消
費
は
６
・
５
％
程
度
、

社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
は
13
％

程
度
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
32
％
程
度
の
認

知
度
で
、
こ
こ
数
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
や
地
域
通

貨
な
ど
、
認
知
度
が
低
下
し
て
い
る
言
葉
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
総
じ
て
エ

シ
カ
ル
に
対
す
る
関
心
や
理
解
が
大
き
く
進

展
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
と
判
断
で

き
る
。

〈
生
活
実
感
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活

動
者
は
生
活
に
ま
ず
ま
ず
満
足
し
て
い
る
層
、

東
北
支
援
活
動
者
は
満
足
感
の
非
常
に
高
い

層
、
無
関
心
者
は
満
足
感
の
低
い
層
が
相
対

的
に
多
い
。

　
買
い
物
機
会
の
多
い
女
性
に
エ
シ
カ
ル

「
消
費
者
」が
多
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
男
性
の
倍
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
理
由
を
検
討

し
て
み
る
価
値
が
あ
る
。
総
じ
て
生
活
に
余

裕
が
あ
っ
た
り
、
満
足
し
た
り
し
て
い
る
人

が
エ
シ
カ
ル
に
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。し
か
し
、も
う
少
し

細
か
く
見
る
と
、
地
元
活
動
を
重
視
す
る
回

答
者
は
人
間
関
係
へ
の
関
心
や
満
足
度
が
高

い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
し
た
「
エ

シ
カ
ル
な
生
活
者
」
の
実
態
で
あ
る
。

　
で
は
、
エ
シ
カ
ル
な
消
費
行
動
は
、
ど
の

よ
う
な
要
因
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
　
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
前
節

で
計
算
し
た
各
個
人
の
エ
シ
カ
ル
消
費
因
子

得
点
を
被
説
明
変
数
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
や
既
存
の
研
究
の
蓄
積
か
ら
、
エ
シ
カ
ル

消
費
行
動
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
要
因

を
説
明
変
数
と
し
、
一
般
的
な
重
回
帰
分
析

を
行
っ
た
。

　
具
体
的
な
要
因
（
説
明
変
数
）
は
①
性
別
、

②
年
齢
、③
所
得
、④
エ
シ
カ
ル
消
費
へ
の
関

心
度
（
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
言
葉
に
対
す

る
認
知
度
で
代
替
）、⑤
他
者
配
慮
に
関
す
る

自
己
評
価
（
利
他
性
﹇
他
者
へ
の
思
い
や
り

と
行
動
力
﹈）、
社
会
に
対
す
る
態
度
（
⑥
私

は
正
義
を
愛
し
、
不
正
を
許
さ
な
い
、
公
正

人
で
あ
る
、⑦
自
己
責
任
の
覚
悟
を
前
提
と

し
た
自
由
な
社
会
が
望
ま
し
い
）、
社
会
に

対
す
る
責
任
意
識
（
⑧
地
域
全
体
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
自
分
も
何
か
貢
献
す
べ
き
で
あ

る
、⑨
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
関
す

る
問
題
解
決
に
、
自
分
は
責
任
が
あ
る
）、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
⑩
誠
実
性
、⑪
神
経
症

傾
向
、⑫
開
放
性
、⑬
外
向
性
、⑭
協
調
性
）

で
あ
る
（
＊
３
）。

　
結
果
と
し
て
、
エ
シ
カ
ル
な
消
費
行
動
に

影
響
力
の
大
き
な
要
因
は
、
年
齢
、
性
別
、

地
域
貢
献
意
識
、
誠
実
性
、
開
放
性
、
エ
シ

カ
ル
消
費
関
心
度
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
（Chart 3

）。

　
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、
エ
シ

カ
ル
消
費
行
動
は
、
年
齢
な
ど
の
社
会
環
境

要
因
、
社
会
と
自
分
の
関
係
に
つ
い
て
の
考

え
方
、
性
格
要
因
な
ど
が
複
合
的
に
影
響
し

て
導
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
示
唆
を
得

た
。
因
果
関
係
を
明
確
に
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
エ
シ
カ
ル

生
活
意
識
が
高
ま
っ
た
り
、
エ
シ
カ
ル
行
動

が
促
進
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
簡
単
な
答
え
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ

ン
ト
は
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
例
え
ば
、
エ
シ
カ
ル
な
生
活
が
望
ま
し
い

と
い
う
社
会
的
な
合
意
が
な
さ
れ
、
エ
シ
カ

ル
行
動
を
社
会
と
し
て
促
進
し
よ
う
と
す
る

の
な
ら
ば
、
ま
ず
は
生
活
者
の
４
分
の
１
か

ら
半
分
程
度
存
在
す
る
エ
シ
カ
ル
生
活
者
候

補
に
対
し
て
、
適
切
な
情
報
発
信
な
ど
の
エ

シ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
が
効
果
的
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
主
観

的
な
幸
福
感
と
の
プ
ラ
ス
の
関
係
も
見
ら
れ

る
。
今
後
も
エ
シ
カ
ル
が
生
活
者
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
よ
い
生
き
方
）
実
現
の
た
め

の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
問
題
意
識
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

冒
頭
の
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
な
ど
の

活
動
を
通
じ
、
エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
が
活
性

化
す
れ
ば
、
ま
た
違
っ
た
日
本
の
成
熟
社
会

像
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

全
体
の
約
半
分

―
―
エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
の
存
在

日
本
エ
シ
カ
ル
推
進

協
議
会
設
立
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自然や環境に損害を与えないような
付加価値のついた商品・サービスの購入
地元で採れた野菜や商品の購入
有機栽培や無農薬・減農薬の野菜や商品の購入
東日本大震災被災地産の商品・サービスの購入
ハンディキャップのある方や途上国の子ども支援などの
付加価値がついた商品・サービスの購入
フェアトレード商品の購入
東日本大震災被災地復興支援のための寄付
社会的に糾弾された企業のつくる製品を買わない
東日本大震災被災地支援のためのボランティア活動
東日本大震災被災地支援のための旅行
地域内でのボランティア活動
町内会（自治会）活動
趣味のサークル参加
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日常の活動に関する13の質問
Chart 1

生活行動から見る4グループ
Chart 2

無関心者
3121人

東北支援活動者
406人

地元活動者
995人

エシカル消費者
1478人

エシカル
消費因子

東北支援
行動因子

地元
活動因子

6000人の回答結果をもとに因子分析を行い、得られた３
つの潜在的な心理要因を「エシカル消費因子」、「東北支
援行動因子」、「地元活動因子」と名付けた。

Chart 1の回答から抽出した3つの因子をもとに、個人別
の因子得点を計算し、クラスター分析を行って４つのグル
ープに分けた。各グループ内の因子得点平均値の高低を
もとに◎、〇、△、×、××の記号を付けた。
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＝エシカル消費因子からの負荷量が大きい質問項目
＝東北支援行動因子からの負荷量が大きい質問項目
＝地元活動因子からの負荷量が大きい質問項目



（
＊
１
）
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
２
０
１
４
年
３
月
実
施
）：
調
査
人
数

６
０
０
０
人
（
国
勢
調
査
に
準
じ
た
人
口
割
５
０
０
０
人
＋
20
歳
代

回
答
者
１
０
０
０
人
）、
調
査
実
施
会
社
：
㈱
マ
ク
ロ
ミ
ル
。

（
＊
２
）
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
：
①〈
目
的
〉
発
展
途
上
国
で
、
弱
い
立

場
に
い
て
生
活
の
苦
し
い
生
産
者
や
労
働
者
の
生
活
向
上
や
自
立
を

目
指
す
た
め
、②〈
具
体
的
行
動
〉
発
展
途
上
国
の
原
料
や
製
品
を

不
当
に
安
い
値
段
で
買
い
叩
か
ず
、
適
正
な
価
格
で
継
続
的
に
購

入
す
る
こ
と
。

（
＊
３
）①
性
別
（
女
性
＝
１
と
す
る
ダ
ミ
ー
変
数
）、②
年
齢
（
実

年
齢
数
値
）、③
所
得
（
世
帯
年
収
１
０
０
万
円
未
満
か
ら
１
億
円

以
上
ま
で
20
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
数
値
）、④
エ
シ
カ
ル
消
費
（「
よ
く
知
っ

て
い
る
」
か
ら
「
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
ま
で
４
段
階
）、⑤
利
他
性

（
同
年
代
の
最
低
レ
ベ
ル
〜
同
年
代
の
最
高
レ
ベ
ル
ま
で
７
段
階
）、⑥

公
正
人
（「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま
で
５
段
階
）、

⑦
自
由
な
社
会
が
望
ま
し
い
（
10
年
後
の
あ
る
べ
き
社
会
に
関
し
、

「
自
由
が
望
ま
し
い
」
ま
た
は
「
分
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
を
１
と

す
る
ダ
ミ
ー
変
数
）、⑧
地
域
全
体
の
た
め
貢
献
す
べ
き
（「
そ
う
思

う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま
で
５
段
階
）、⑨
地
域
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
の
維
持
に
責
任
が
あ
る
（「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」

ま
で
５
段
階
）、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
⑩
誠
実
性
、⑪
神
経
症
傾
向
、

⑫
開
放
性
、⑬
外
向
性
、⑭
協
調
性
、
心
理
学
に
お
け
る
ビ
ッ
グ
５

と
い
わ
れ
る
要
因
、
44
の
デ
ー
タ
か
ら
構
成
し
た
合
成
変
数
で
平

均
値
０
に
標
準
化
し
た
ス
ケ
ー
ル
尺
度
。
説
明
変
数
に
主
観
的
評

価
が
入
って
い
る
た
め
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
要
因
と
す
る
見
せ
か
け

の
相
関
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
採
用
）。

　
次
に
、
日
常
の
行
動
か
ら
、
生
活
者
を
エ

シ
カ
ル
と
い
う
観
点
で
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
ま
ず
、「
あ
な
た
は
こ
の
１
年
で
以
下
の

よ
う
な
行
為
を
行
い
ま
し
た
か
。―

―

地
元

で
採
れ
た
野
菜
や
商
品
の
購
入
（
地
産
地

消
）」
な
ど
日
ご
ろ
の
活
動
に
つ
い
て
13
の

質
問
を
行
っ
た
。
そ
の
回
答
結
果
を
も
と
に

因
子
分
析
を
行
い
、
得
ら
れ
た
３
つ
の
潜
在

的
な
心
理
要
因
を
「
エ
シ
カ
ル
消
費
因
子
」

「
東
北
支
援
行
動
因
子
」「
地
元
活
動
因
子
」

と
名
付
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
と
質
問
と

の
関
係
はChart 1

の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
３
つ
の
因
子
の
得
点
を
回
答
者
ご
と

に
計
算
し
、
そ
れ
を
も
と
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
を
用
い
て
、
回
答

者
を
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
各
因
子

得
点
の
グ
ル
ー
プ
内
平
均
値
を
も
と
に
「
エ

シ
カ
ル
消
費
者
」「
地
元
活
動
者
」「
東
北
支

援
活
動
者
」「
無
関
心
者
」
と
名
付
け
た
（
各

グ
ル
ー
プ
の
因
子
別
特
徴
はChart 2

を
参

照
）。
前
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
「
エ
シ
カ

ル
な
生
活
者
」
で
あ
る
。

　
各
グ
ル
ー
プ
の
持
つ
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

〈
性
別
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
は
女
性
が
３
分

の
２
を
占
め
、
東
北
支
援
活
動
者
、
無
関
心

者
は
60
％
近
く
を
男
性
が
占
め
る
。

〈
年
齢
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活
動
者

は
年
齢
層
の
高
い
人
、
東
北
支
援
活
動
者
、

無
関
心
者
は
年
齢
層
の
低
い
人
が
多
い
。

〈
所
得
金
額
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活

動
者
は
年
間
所
得
１
０
０
０
万
円
前
後
の
層

が
多
く
、
無
関
心
者
は
所
得
の
低
い
人
が
相

対
的
に
多
い
も
の
の
、
大
き
な
差
で
は
な
い
。

　
本
年
５
月
30
日
、
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協

議
会
が
発
足
し
た
。エ
シ
カ
ル
を
訳
せ
ば「
倫

理
的
」
で
あ
り
、
実
際
道
徳
の
規
範
と
な
る

原
理
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説

明
は
わ
か
り
に
く
く
、人
に
よ
っ
て
は
押
し
つ

け
が
ま
し
い
言
葉
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
通
常
、
倫

理
を
「
社
会
の
持
続
可
能
性
を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
ル
ー
ル
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

　
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
の
設
立
趣
意

書
で
は
「
地
球
の
環
境
と
社
会
の
あ
り
方
を

新
し
い
概
念
で
あ
り
、価
値
観
で
も
あ
る『
エ

シ
カ
ル
』（
倫
理
、
良
心
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
洗
い
直
し
、
塗
り
替
え
て
、
地
球
の
環
境

と
社
会
が
共
生
し
、
融
け
合
え
る
不
滅
の
共

生
文
明
圏
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
」
を
目

的
と
す
る
と
う
た
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
活

動
例
と
し
て
、
地
球
環
境
や
人
権
を
意
識
し

た
資
材
購
買
・
調
達
な
ど
を
実
現
す
る
た
め

の
「
エ
シ
カ
ル
購
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
検

討
が
あ
る
。
ま
た
２
０
２
０
年
開
催
予
定
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
エ
シ
カ
ル
な
催
し
で

あ
る
「
エ
シ
カ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
＆
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動

も
あ
る
。
加
え
て
、
そ
れ
を
契
機
に
東
京
を

エ
シ
カ
ル
タ
ウ
ン
化
し
、
日
本
全
国
に
波
及

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
提
案
し
て
い
る
。
他
に

も
エ
シ
カ
ル
度
評
価
法
の
確
立
や
エ
シ
カ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
賞
と
い
っ
た
包
括
的
な
振
興

策
な
ど
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
代
表
は
山
本

良
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
筆
者
も
本
協
議

会
設
立
発
起
人
１
１
４
人
の
な
か
の
ひ
と
り

で
あ
る
。

　
か
つ
て
情
報
誌
『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』
で
は
第
98
号

（
２
０
１
２
年
１
月
発
行
）
で
「
倫
理
的
消

費―

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

と
い
う
特
集
を
組
み
、
筆
者
も
「
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
実
現
の
た
め
の
倫
理
的
消
費
に
」

を
寄
稿
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
そ
こ
で
は

倫
理
的
消
費
の
定
義
を
「
社
会
を
構
成
す
る

人
々
が
共
存
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
に
即
し
た

消
費
」
と
し
て
い
る
）。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
近
年
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
制
約
の
問
題
、
人
権
や
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
（
人
の
多
様
性
）
に
対
す
る
意
識

の
向
上
、
社
会
の
参
加
者
と
し
て
の
責
任
意

識
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
互
酬
性
や
相
互

依
存
関
係
の
効
用
、
他
者
配
慮
の
重
要
性
が

少
し
ず
つ
世
の
中
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
拙
稿
で
は
、
生
活
者
に
対
す
る
最

新
の
意
識
調
査
デ
ー
タ
（
＊
１
）
を
用
い
て
、

エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
な
生
活
者
の
実
態
、

意
識
構
造
な
ど
を
示
し
考
察
を
行
う
。

　
ま
ず
エ
シ
カ
ル
に
関
連
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

の
認
知
を
確
認
し
た
。キ
ー
ワ
ー
ド
と
は「
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
（
＊
２
）」「
地
産
地
消
」「
倫

理
的
消
費
（
エ
シ
カ
ル
消
費
）」
な
ど
で
あ
る
。

「
よ
く
知
っ
て
い
る
」「
あ
る
程
度
知
っ
て
い

る
」
の
合
計
が
全
体
の
何
％
で
あ
る
か
を
そ

の
語
の
認
知
度
と
定
義
し
て
過
去
数
年
間
の

推
移
を
見
る
と
、
総
じ
て
変
化
が
な
い
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

「
地
産
地
消
」
は
２
０
０
８
年
の
62
％
か
ら

74
％
と
増
加
し
一
般
へ
の
定
着
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
倫
理
的
消
費
は
６
・
５
％
程
度
、

社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
は
13
％

程
度
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
32
％
程
度
の
認

知
度
で
、
こ
こ
数
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
や
地
域
通

貨
な
ど
、
認
知
度
が
低
下
し
て
い
る
言
葉
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
総
じ
て
エ

シ
カ
ル
に
対
す
る
関
心
や
理
解
が
大
き
く
進

展
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
と
判
断
で

き
る
。

〈
生
活
実
感
〉
エ
シ
カ
ル
消
費
者
、
地
元
活

動
者
は
生
活
に
ま
ず
ま
ず
満
足
し
て
い
る
層
、

東
北
支
援
活
動
者
は
満
足
感
の
非
常
に
高
い

層
、
無
関
心
者
は
満
足
感
の
低
い
層
が
相
対

的
に
多
い
。

　
買
い
物
機
会
の
多
い
女
性
に
エ
シ
カ
ル

「
消
費
者
」が
多
い
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
男
性
の
倍
以
上
の
シ
ェ
ア
を
占
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
理
由
を
検
討

し
て
み
る
価
値
が
あ
る
。
総
じ
て
生
活
に
余

裕
が
あ
っ
た
り
、
満
足
し
た
り
し
て
い
る
人

が
エ
シ
カ
ル
に
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。し
か
し
、も
う
少
し

細
か
く
見
る
と
、
地
元
活
動
を
重
視
す
る
回

答
者
は
人
間
関
係
へ
の
関
心
や
満
足
度
が
高

い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
し
た
「
エ

シ
カ
ル
な
生
活
者
」
の
実
態
で
あ
る
。

　
で
は
、
エ
シ
カ
ル
な
消
費
行
動
は
、
ど
の

よ
う
な
要
因
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
　
こ
れ
を
検
討
す
る
た
め
に
、
前
節

で
計
算
し
た
各
個
人
の
エ
シ
カ
ル
消
費
因
子

得
点
を
被
説
明
変
数
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
や
既
存
の
研
究
の
蓄
積
か
ら
、
エ
シ
カ
ル

消
費
行
動
と
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
要
因

を
説
明
変
数
と
し
、
一
般
的
な
重
回
帰
分
析

を
行
っ
た
。

　
具
体
的
な
要
因
（
説
明
変
数
）
は
①
性
別
、

②
年
齢
、③
所
得
、④
エ
シ
カ
ル
消
費
へ
の
関

心
度
（
エ
シ
カ
ル
消
費
と
い
う
言
葉
に
対
す

る
認
知
度
で
代
替
）、⑤
他
者
配
慮
に
関
す
る

自
己
評
価
（
利
他
性
﹇
他
者
へ
の
思
い
や
り

と
行
動
力
﹈）、
社
会
に
対
す
る
態
度
（
⑥
私

は
正
義
を
愛
し
、
不
正
を
許
さ
な
い
、
公
正

人
で
あ
る
、⑦
自
己
責
任
の
覚
悟
を
前
提
と

し
た
自
由
な
社
会
が
望
ま
し
い
）、
社
会
に

対
す
る
責
任
意
識
（
⑧
地
域
全
体
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
自
分
も
何
か
貢
献
す
べ
き
で
あ

る
、⑨
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
関
す

る
問
題
解
決
に
、
自
分
は
責
任
が
あ
る
）、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
⑩
誠
実
性
、⑪
神
経
症

傾
向
、⑫
開
放
性
、⑬
外
向
性
、⑭
協
調
性
）

で
あ
る
（
＊
３
）。

　
結
果
と
し
て
、
エ
シ
カ
ル
な
消
費
行
動
に

影
響
力
の
大
き
な
要
因
は
、
年
齢
、
性
別
、

地
域
貢
献
意
識
、
誠
実
性
、
開
放
性
、
エ
シ

カ
ル
消
費
関
心
度
な
ど
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
（Chart 3

）。

　
こ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、
エ
シ

カ
ル
消
費
行
動
は
、
年
齢
な
ど
の
社
会
環
境

要
因
、
社
会
と
自
分
の
関
係
に
つ
い
て
の
考

え
方
、
性
格
要
因
な
ど
が
複
合
的
に
影
響
し

て
導
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
示
唆
を
得

た
。
因
果
関
係
を
明
確
に
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
こ
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
エ
シ
カ
ル

生
活
意
識
が
高
ま
っ
た
り
、
エ
シ
カ
ル
行
動

が
促
進
さ
れ
た
り
と
い
っ
た
簡
単
な
答
え
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ

ン
ト
は
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
例
え
ば
、
エ
シ
カ
ル
な
生
活
が
望
ま
し
い

と
い
う
社
会
的
な
合
意
が
な
さ
れ
、
エ
シ
カ

ル
行
動
を
社
会
と
し
て
促
進
し
よ
う
と
す
る

の
な
ら
ば
、
ま
ず
は
生
活
者
の
４
分
の
１
か

ら
半
分
程
度
存
在
す
る
エ
シ
カ
ル
生
活
者
候

補
に
対
し
て
、
適
切
な
情
報
発
信
な
ど
の
エ

シ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
が
効
果
的
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
主
観

的
な
幸
福
感
と
の
プ
ラ
ス
の
関
係
も
見
ら
れ

る
。
今
後
も
エ
シ
カ
ル
が
生
活
者
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
よ
い
生
き
方
）
実
現
の
た
め

の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
問
題
意
識
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

冒
頭
の
日
本
エ
シ
カ
ル
推
進
協
議
会
な
ど
の

活
動
を
通
じ
、
エ
シ
カ
ル
な
生
活
者
が
活
性

化
す
れ
ば
、
ま
た
違
っ
た
日
本
の
成
熟
社
会

像
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

エ
シ
カ
ル
消
費
行
動
の

背
景
に
あ
る

多
様
な
要
因

潜
在
的

エ
シ
カ
ル
生
活
者
の

活
性
化
を
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エシカル消費をするのはどんな人？

アンケートから見えてきた
エシカル消費を規定する要因と

そのパーソナリティー

Chart 3

エシカル消費をする人

パーソナリティ 関心
社会
意識

コミュニティとの
関わり 属性

個人別のエシカル消費因子得点を被説明変数、エシカル
消費行動と関連があると思われる要因を説明変数とし、
一般的な重回帰分析を行った。円の大きさは、重回帰分
析の結果に準じており、大きいほどエシカル消費に影響を
与えている要因である。
＊「リバタリアニズム」はマイナス要因であり、この程度が高
いほど、エシカル消費度は低くなる。このため円の色を変
更し、他のプラス要因と区別した。
＊各要因に付された番号は本文内の要因の説明と対応
する。

女性
（エシカル消費者の
2/3を占める）

性別

年齢層の
高い人

年齢

上昇志向があり
エネルギッシュで
積極的に
行動する人

外向性

情緒が不安定で
ストレスを
感じやすい人

神経症
傾向

コミュニティの維持に
責任を感じて
いる人

地域に
対する責任

正義を愛し、
不正を
許さない人

公正
自己責任に基づく
個人の自由を
重視する人 

リバタリアニズム＊

年間所得の
高い人

年収
計画性があり
達成への
意志も強い
まじめな人

誠実性
知的好奇心が強く
想像力豊かで、
美の理解が
ある人

開放性
嘘偽りなく

控えめな態度で
接する
やさしい人

協調性
「地産地消」

「フェアトレード」など
エシカルな
単語を

認知している人

知識

コミュニティの
福祉向上のために
貢献する人

地域貢献
12

3897
6

4
101214
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